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1．はじめに（写真1参照）
2013年2月5日（火）～2月11日（月・祝）に第64回さっぽろ雪まつりが行われ，雪まつり
で初めて豊平館大雪像へのプロジェクションマッピングが行われた。しかし観覧者が多すぎ，
安全が確保出来ないため，10日以降の放映を中止した。「見られなかった子どもたちへ，見せ
てあげたい」との思いから，札幌市と北海道コカ・コーラボトリングから依頼され，北翔大学
でインテリア建築を学ぶ学生たちが大雪像に似せた大型模型を制作し，映像は株式会社プリズ
ムが担当した。
札幌円山動物園で豊平館大雪像の大型模型にプロジェクションマッピング「白クマの親子が
つむぐ北の大地の物語」の再上映が，こどもの日を含む4月26日～5月11日の連休期間に行わ
れ，1万5千人以上の人々が観覧した。特に模型の制作課程で，「東北の震災で被災した子ども
たちにも見せてあげられたら」との思いも
あり，分解・組立が可能な構造とした。動
物園の後も，他の場所やTVでの再上映の
依頼があり，数万人の方々に見てもらえる
成果を上げる事が出来た。本研究において
は，雪まつり大雪像をいかに大型模型で再
現するか，そのための過程，作成方法，大
型模型へのプロジェクションマッピングの
可能性について考察を行った。
2． 大雪像の模型での再現方法について（写真2－4参照）
2－1．豊平館について
大雪像で再現された豊平館は，明治13年に洋風ホテルとして札幌市北1条に建築され，明
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治・大正・昭和天皇が宿泊されており，昭和33
年に現在の中島公園内に移築され，国指定重要
文化財となった。北海道における重要な洋風建
築であると共に，公園内で一般公開されており，
市民にとって親しみのある建物である。
模型制作中は大規模修繕中であったため，調
査する事ができなかったが，正確な図面が電子
データとして公開されていた。雪まつりの大雪
像を作成する際に使用したとされるA4立面図
と比較すると若干の相違が見られた。これは大
雪像として作成するには窓や屋根等の装飾をデ
フォルメする必要があったためと考えられる。そこで正確な立面図ではなく，A4立面図をス
キャナーで読み取ってデジタルデータ化し，制作予定の大型模型原型サイズに拡大した画像修
正を行い，大型プリンターで分割印刷した図面を貼り合わせて大型模型の原型型紙を作成し，
これに合わせ大雪像模型の制作を行った。
2－2．大雪像を大型模型で再現するための解決策
インテリアや建築を学ぶ学生は，授業で建築模型を演習課題として制作しているが，今回は
大型模型で大雪像を再現する必要があり，解決しなければならない以下の問題点があった。①
模型の大きさをどうするか。②大雪像をどう表現するか。③制作する場所・円山動物園までの
運搬方法について。④限られた時間で作成できる模型はなにか。⑤大型模型の制作費用をどこ
まで削減できるか等。
2013年2月に大型模型の制作依頼があったが，春休み中のため2月から3月にかけては数人
の学生達の問題解決に向け考え，本格的な模型作成は，講義が始まる4月中に行うこととした。
模型の大きさは，制作作業で使う教室の最大天井高を考慮し，高さ3ｍ×幅6ｍ×奥行2ｍと
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写真3 正確な立面図
写真4 拡大した大雪像立面図
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した。大雪像の表現，運搬方法，費用削減では，建築物の断熱材に使用する発泡スチロール板
を使用し，軽くて強度のある強化段ボールパネルを下地に使用し，パーツに分けワゴン車で運
搬可能にした。
3 豊平館大雪像の大型模型作製方法（写真5－10参照）
模型の本格的な制作は，春休み明けの4月から行い，2月
から作業を開始していた学生達がリーダーとなり他の学生達
に全体説明を行い模型制作を進めた。
3－1．壁面の制作
模型としてはかなり大きく，安全面等から模型の骨格とな
る下地づくりが重要なため，家具づくりを学ぶ学生が中心と
なり，強化ダンボールパネル板の補強と材固定のため輪郭内
側に木材を入れ，その表面に10㎜厚の発泡スチロール板を貼
り付け，模型壁面の骨格を作成した。
3－2．屋根の制作
屋根作成では煙突を含め，壁材に載せるため軽くする必要
があり，複数の厚さの発泡スチロール板で全体のシルエット
を作成した。特に屋根勾配に注意しながら微調整を行った。
3－3．装飾部材の制作
複数の厚さの発泡スチロール板をカットした棒材を，型紙
に合わせカットした材料に接着し窓枠を作成した。軒下や屋
根等につける装飾飾りは，発泡スチロール表面に貼り付けた
型紙に沿って熱線カッターでカットし作成した。
2階円形テラス部分は100㎜厚の発泡スチロールを楕円形
写真5 強化ダンボールパネ
ル板の補強
写真6 発泡スチロール板の
加工
写真7 型紙による確認
写真8 円形テラスの加工 写真9 完成した円形テラス 写真10 作成した窓
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にカットするための大型熱線カッターを自作し制作した。
4 大型模型組み立てとプロジェクションマッピング（写真11－20参照）
模型制作は，製図室として使用しているスタジオを使用したため，細かい装飾などは学生達
の講義空き時間に行い，放課後と週末は壁と屋根を教室に仮組みし作業を進め，全てのパーツ
を完成させた。
2013年4月22日午後から，円山動物園会場に大型模型のパーツを搬入・組み立てを開始
し，23日夕方まで約8時間かけ組み立てを完了した。24日には，札幌雪祭りで上映したプロ
ジェクションマッピング映像と合わせるための，模型の窓や
煙突位置などを微調整し完成した。
今回のプロジェクションマッピングにあたり，模型の円形
テラス部分が壁面より出っ張っているため，2機の高輝度プ
ロジェクターで建物壁面とテラス部分に映像を分け対応した。
窓枠の位置は，かなりの修正が必要と考えていたが，ほぼ正
位置にあり，模型と画像データ共に微調整で対応できた。煙 写真11 教室での仮組
写真12 模型の組み立て1 写真13 模型の組み立て2 写真14 模型の組み立て3
写真15 映像の微調整1 写真16 映像の微調整2 写真17 映像の微調整3
写真18 映像の微調整4 写真19 プロジェクションマッピングの上映1 写真20 プロジェクションマッピングの上映2
104 千里：デザイン教育研究（その1）
突への投影では映像とのずれが大きく，煙突位置を移動させて対応し，豊平館大雪像大型模型
へのプロジェクションマッピングは無事上映する事ができた。
5．おわりに（写真21－22参照）
今回の豊平館大雪像大型模型へのプロジェクションマッ
ピングを通し，学生たちは決められた期間や予算内でどう
したら可能かなど，問題解決を繰り返しながら質の高い作
品に仕上げて行くこと，多くの人々の協力により作り上げ
ることなど，大学の講義だけでは学べない，多くのことを
学ぶことができた。
豊平館大雪像の大型模型制作を行うかについては，学生
達に判断してもらったが「見られなかった子どもたちへ，
見せてあげたい」との思いが学生達に伝わったことで作成
することへとつながり，「一人でも多くの子ども達に見せ
てあげたい」との学生達の思いが，多くの人々に感動を贈
る事ができたと考える。東北の震災で被災した子どもたち
には，直接見せる事は出来なかったが，豊平館大雪像の大
型模型は，展示を繰り返すたびに改良を加え，30分程度で
組み立てる事が可能となったことでより多くの人々に見て
もらう事が出来たと考えられる。なお，この研究は北方圏
学術情報センター研究助成を受けて行った。
写真21 完成した大型模型
写真22 完成した大型模型への
投影
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